
平成２３年流山市教育委員会議第１回臨時会会議録 
 
１ 日 時   平成２３年４月１日（金） 

開会  午前１１時００分 
閉会  午前１１時１５分 

 
２ 出席委員   委 員 長    松浦 尚二 

委員長職務代理者 奈良 文雄 
委   員    辻  孝 
委   員    加藤 和代 
委   員    後田 博美 

 
３ 欠席委員   なし 
 
４ 傍聴者    なし 
 
５ 出席職員   学校教育部長         杉浦 明 
         学校教育部次長兼教育総務課長 石本 秀毅 
 
６ 事務局職員  教育総務課長補佐       平川 誠治 
         教育総務課庶務係長      大作 正巳 

教育総務課庶務係主査     新倉 英之 
  

７ 議案 
第１１号 流山市教育委員会教育長の任命について 
 

８ 議事の内容 
 
（開会 午前１１時００分） 
委員長 
 
 
 
後田委員 
 

ただいまから、平成２３年流山市教育委員会議第１回臨時会を開催します。

議事に入ります前に、平成２３年４月１日付けで教育委員に就任なさいまし

た後田委員に一言御挨拶をいただきたいと存じます。 
 
おはようございます。 
４月１日付けで市長から教育委員として任命されました後田博美と申しま



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
委員長 
 
 
 
 
 
 
 
 
委員長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

す。 
私は、昨日まで小山小学校の校長をしておりました。辞校式で４００名を超

える子どもたちに送られてまいりました。その余韻に浸っている間もなく、教

育委員の任命を受けたことによりまして、その重責に身の引き締まる思いで

す。様々な教育課題がありますが、現在は先日の東北地方の大地震がありまし

た。これは日本中を揺るがすような大災害です。子どもたちを含む大勢の被災

した人たちが大変な御苦労をされているときに、流山市では何ができて、これ

をどのように教訓として生かしていけるか、あるいは、一緒になって考えてい

くにはどうしたらいいのか、いろいろと考えています。私は、特段の手腕があ

るわけではありませんが、教育というものは続けていかなければならないもの

ですので、前任者が努力されたことを引き継いでいくことが使命だと思ってお

ります。教育委員の先生方の御指導と御支援をよろしくお願いいたします。 
 
ありがとうございました。 
これより議事に入りますが、本日の会議の案件は、議案第１１号「流山市教

育委員会教育長の任命について」です。 
この案件は、人事案件です。 
よって、流山市教育委員会会議規則第１３条第１項の規定により、非公開で

審議するのが適当と思われますが、御異議ありませんか。 
 
（異議なし との声あり） 

 
 御異議なしと認めます。 
議案第１１号につきましては、非公開とします。 
それでは、議案第３１号「流山市教育委員会教育長の任命について」を議題

とします。 
本件につきましては、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１３条第

５項の規定により、ここで後田委員の退席を求めます。 
 
 （後田委員退席） 
 
傍聴人がいないため、退席者なしで審議開始。 
議案第１１号「流山市教育委員会教育長の任命について」 
学校教育部長の説明後、審議に入り、全員異議なく原案どおり可決された。

 



 
 
委員長 
 
 
 
 
 
委員長 
 
 
教育長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
委員長 

（後田委員復席） 
 
ただいまの審議の結果、後田委員を教育長に任命することに決定いたしまし

た。 
まず、辞令を交付いたします。 

 
（辞令交付） 

 
ここで、教育長に任命されました後田委員に一言御挨拶をいただきたいと存

じます。 
 
ただいま教育長の辞令をいただきました後田博美です。 
前教育長が推進してこられた「真心教育」。これは、子どもたちや教職員に

行き渡っているということを学校現場で実感しておりました。ただ、私は自分

なりの工夫をしていきたいと考えております。そこで、教職員も子どもたちも

分かる教育目標というものがないのではないかという気がしまして、魅力ある

流山の教育を推進したいと思います。この魅力あるというのは、一つは学力で

す。学力向上は、保護者、子どもたちあるいは国民総意の願いだと思いますし、

教育に託された部分だと思います。二つめは体力です。やはり将来を担うため

には体力が必要です。体育の学習をはじめ部活動にも力を入れて体力を養って

あげなければならないと思います。これは、生涯にわたってその子が仕事に就

いても体力がないために自分の思いや願いを達成できないとすれば、大変な損

失になりますので、体力が大事だと思います。三つめは、気力です。若い人た

ちが何かを始めようとするときに臆してしまうのではなくて、自分の気持ちを

高めていけるような気力です。私は、学力、体力そして気力の三つの力で魅力

ある流山の教育の推進というように自分なりに考えてみました。 
渡り鳥がＶ字に編隊を組んで飛ぶように、組織というのは先頭の者がいて全

体を守りながら進めていくということが必要だと思っています。ですから、先

ほど申し上げました魅力ある流山の教育の推進のためにはそのベースとして

教職員、保護者の皆様、地域の方々の力を結集していくことが必要であろうと

思います。私は微力ではありますが、１２，３１２名の子どもたちのために頑

張っていきたいと思っておりますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

 
ありがとうございました。 
以上で、平成２３年流山市教育委員会第１回臨時会を終了します。 



（閉会 午前１１時１５分） 


